
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人権についての市民意識調査 

結果報告書 
《概要版》 

令和７(2025)年３月 
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 本調査は、令和３（2021）年度に策定した尼崎市人権文化いきづくまちづくり計画に基づき、今後の人権教

育・啓発施策を進めるうえでの基礎資料として活用することを目的とし、実施しました。 

 

 

 

調査対象 調査期間 調査方法 

１８歳以上の住民３,０００人を 

住民基本台帳登録者の中から 

無作為抽出 

令和６（2024）年 10月３日～18日 

郵送配布・郵送及びWEB回収 

※10月 10日にお礼状兼 

督促状を配布 

 

※調査対象について、これまでの意識調査では若年層の回収率が低く、年齢別に比較を行った場合 30歳未満

からの有効回収数が少ないため、統計的に信頼できる比較分析が難しくなることがありました。そこで、今回

の調査では30歳未満からの有効回収数を増やすために、尼崎市の性別・年齢別構成を反映して抽出した標

本数 2,500 人（標準サンプル）に加えて、18～19 歳 300 人、20～29 歳 200 人を追加サンプルとして抽

出し、合計 3,000人を対象としました。 

 

 

 

配布数 有効回収数 有効回収率 

３,０００件 871件※ 29.0％※ 

※…標準サンプルのみの場合は有効回収数 794件、有効回収率 26.5% 

 

 

 

〇回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示しています。 

○調査結果を総数、男女別で示す際は、標準サンプルの７94件を対象とし、年齢別に関しては追加サンプルを

加えた８７１件を対象としています。また、設問間のクロス集計に関しては追加サンプルを含めていません。 

〇回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対してそれぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入

したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が「１００.

０％」にならない場合があります。 

〇表中において、「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 

○図表上の「ＭＡ％」という表記は複数回答（Multiple Answer の略）の、また、「ＬＡ％」という表記は制限つ

き複数回答（Limited Answer の略）の意味です。 

〇回答者数（n）が少数となる場合は参考までに数値を見るにとどめ、結果の利用には注意が必要です。 

○コメントに設問の回答を引用する際は、「」を用いています。また、２つの回答を合わせてコメントで記載する際

は、『』を用いています。例えば、問３では「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせて『そう思う』のよう

に記載しています。 

  

Ⅰ. 調査概要 

調査の目的 
 １ 

調査の設計 
 ２ 

回収状況 
 ３ 

報告書を見る際の注意事項 
 ４ 

１ 



 

 

●問３ 人権について 

 憲法や権利について誤解している市民が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

憲法は国家がしてはならないこと、しなければいけないことを明記したもので、国家が守るべきルールです。

人権は､すべての人が生まれながらに持っている権利で、義務はともないません。 

 

●問６ 性別役割や男らしさ・女らしさについて 

変化してきた性別役割分業観、男らしさ・女らしさ意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１．妻が働いていなくても、夫も家事・育児をすべきだ」という意見を肯定する回答が 73.0％にのぼる一方

で、「２．結婚したら妻は夫の姓を名乗る方がよい」「８．男性は家族を養って一人前だ」という意見に『そう思う』

（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の計）と回答した割合は、まだ２割を超えています。 

Ⅱ. 人権や差別をめぐる考え方について 
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．差別する人だけでなく、差別される人にも
問題がある

２．日本国憲法は国民が守るべきルールである

３．社会福祉に頼るより、個人がもっと努力する
必要がある

４．差別をなくすには、差別を禁止する法律が
必要だ

５．自らの人権や権利ばかりを主張して、他者を
尊重しない人が増えている

６．思いやりや優しさをみんなが持てば、
人権問題は解決する

７．学校では、権利より、義務を果たすことを
教えるべきだ

８．個人の権利より、地域や職場など、みんなの
利益が優先されるべきだ

９．人権には必ず義務がともなう

10．差別に対して抗議や反対をすることに
よって、かえって問題が解決しにくくなる
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．妻が働いていなくても、夫も家事・育児を
すべきだ

２．結婚したら妻は夫の姓を名乗る方がよい

３．妊娠・出産などを理由に、女性が退職を
迫られることがあっても仕方がない

４．職場などで女性の管理職が男性に比べて
少ないことは問題だ

５．性的被害については、それを受ける女性の
ほうにも問題があるケースが多い

６．国会議員に占める女性の割合が低いことは
問題だ

７．女性ということで、同じ勤務年数の男性よりも
給料や昇進で低い評価を受けることは問題だ

８．男性は家族を養って一人前だ

９．男性が弱音を吐いたり、悩みを打ち明けるのは
恥ずかしい

10．特段の事情がない限り、男性は育児休暇を
取るべきではない
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●問７ 子どもの人権について 

    高まってきた子どもの権利への理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や教師の体罰を容認する回答は2割を下回り、学校のルールづくりにおける子どもの意見表明権を尊

重する回答が７割を超えています。また、ヤングケアラーを問題視する回答が約８割になっています。 

 

●問８ 高齢者や障がいのある人の人権について 

肯定・否定回答が割れる高齢者・障がいのある人の就労 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』が最も多かったのは、「７．障がいのある人が結婚したり、子どもを育てることに周囲が反対するこ

とは問題だ」（４７．４％）、『そう思わない』（「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の計）が最も多か

ったのは、「８．介護や介助を受ける高齢者や障がいのある人があまりあれこれ自己主張するのはよくない」（５５．

８％）でした。また、「９．障がいのある子どもは、特別支援学校に通うほうが本人にとってもよい」という意見につ

いては、判断を保留する回答といえる「どちらともいえない」が半数を占めています。 
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．保護者が子どものしつけのために体罰を
加えることは仕方がない

２．教師が子どもを指導するために、ときに
体罰を加えることも必要だ

３．学校のルールなどを定める際に、子どもの
意見表明の場がないことはよくない

４．収入の低い家庭の子どもが大学に進学
できないのは仕方がない

５．いじめは、いじめを受ける子どもにも
問題がある

６．児童養護施設で暮らした経験のある人の
就職がむずかしいのは仕方がない

７．家族の世話のために、子どもが学校を
休んだり、部活動に行けなかったりする
ことは問題だ

８．不登校は本人が努力すれば登校できるように
なる

９．子どもは成長途上なので、人権が制限される
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．賃貸住宅の入居にあたって、家主が高齢者を
断ることは仕方がない

２．賃貸住宅の入居にあたって、家主が障がいの
ある人を断ることは仕方がない

３．高齢者の就職が困難であったり、労働条件が
低くなるのは仕方がない

４．障がいのある人の就職が困難であったり、
労働条件が低くなるのは仕方がない

５．障がいのある人に対して、なんとなくこわい
というイメージがあり、不安を感じる

６．店の立地や構造、規模などを理由に、障がい
のある人の入店を断ることは仕方がない

７．障がいのある人が結婚したり、子どもを
育てることに周囲が反対することは問題だ

８．介護や介助を受ける高齢者や障がいのある人
があまり自己主張するのはよくない

９．障がいのある子どもは、特別支援学校に通う
ほうが本人にとってもよい

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=794)

3 



 

●問９ 性的マイノリティの人権について 

深まりつつある性的マイノリティへの理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同性婚を認める回答が５割に達しているものの、「１．自分の身内に同性愛者はいてほしくない」という意見を

肯定する回答が 30.1％あり、同性愛者への忌避意識が依然として強いことがわかります。 
 

●問１３ 様々な人権問題について 

目立ってきた自己責任論に依拠した回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１．ホームレスになるのは、本人の責任が大きい」という意見については、『そう思う』が 38.7％と、『そう思わ

ない』（１９．５％）を大きく上回り、「７．凶悪事件の場合は、未成年であっても犯人の実名を公表すべきだ」という

意見についても、『そう思う』が約７割にのぼります。このように、自己責任を問うような回答傾向がみられます。

また、「４．部落差別を受ける人が一定の地区に固まって生活しないで、分散して住むようにすればよい」という

意見は、差別の原因を被差別者に求めるもので、これに『そう思う』と回答したのは 30.5％となっています。 
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．自分の身内に同性愛者はいてほしくない

２．男どうし、女どうしの結婚も認めるべきだ

３．知人から性的マイノリティだと打ち明け
られたら、どう接するべきか、わからない

４．同僚に性的マイノリティがいる職場では
働きたくない

５．アウティング（本人の了承を得ずに本人が
公にしていない性的指向や性自認を他の人に
伝えること）は重大な人権侵害である

６．日本では性的マイノリティは人口の
１％未満である
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．ホームレスになるのは、本人の責任が大きい

２．罪を犯した人の家族が非難されるのは
仕方がない

３．そっとしておけば、部落差別は自然に
なくなっていく

４．部落差別を受ける人が一定の地区に
かたまって生活しないで、分散して住む
ようにすればよい

５．ハンセン病患者が強制隔離されたこと
については仕方のない側面もあった

６．災害などの緊急時に外国人などに特別な
配慮ができなくても仕方がない

７．凶悪事件の場合は、未成年であっても
犯人の実名を公表すべきだ

８．刑を終えて刑務所を出所した人の就職が
容易には決まらないことは問題だ

９．犯罪被害者が名前や住所や顔写真などを
報道されることは問題だ

10．インターネット上の書込みは、差別的なもの
であっても、表現の自由に関わる問題なので
安易に情報の規制は行うべきではない

11．宅地の購入に際して、その場所が同和地区で
あるかどうか、市役所などに問い合わせる
ことは問題だ

12．就職の面接で人事担当者が就職希望者に
家族構成を聞くことは問題だ

13．出生前診断で胎児に障がいがあると分かった
場合、産まないという選択をすることは
やむを得ない

14．新聞やテレビなどのマスメディアからの情報
よりも、ＳＮＳで得られる情報のほうが信頼
できる
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●問 10 外国籍住民の人権について 

低いといえる外国籍住民への忌避意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「３.自分が住んでいる地域には外国人は住んでほしくない」という意見を否定する回答は６割にのぼるなど、

外国籍住民の人権に対する理解は、比較的高いと言えますが、判断保留の回答である「どちらともいえない」が

30％を超える項目が６つあり、外国籍住民の人権に関する情報が市民に十分に共有されていないことがうかが

われます。 

 

●問１７ 家、マンションなど住宅を選ぶ際の考え 

根強い同和地区への忌避意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いずれにあってもこだわらない」が39.4％と最も高いが、「同和地区内や、同和地区を含む小学校区内にあ

る物件は避けると思う」と「同和地区内にある物件は避けるが、同和地区を含む小学校区内の物件は避けない

と思う」を合わせると、50.4％となり、半数の市民が同和地区内の物件を避けると回答しています。 
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同和地区内や、同和地区を含む小学校区内にある物件は避けると思う

同和地区内にある物件は避けるが、同和地区を含む小学校区内の物件は避けないと思う

いずれにあってもこだわらない

その他

無回答
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3.5

2.8

3.7

3.3

3.4

3.4

3.4

3.7

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．ヘイトスピーチは、表現の自由の範囲内の
ことであり、許されることだ

２．日本の学校に通う外国人の子どもに、
自分の国や民族の言葉を学習する機会を
保障すべきだ

３．自分が住んでいる地域には外国人は
住んでほしくない

４．景気の悪化が理由とはいえ、外国人労働者
から解雇することは問題だ

５．外国人は考え方などが日本人と違うので、
日本社会に受け入れることはむずかしい

６．外国人であることを理由に、賃貸住宅への
入居が拒否されることは問題だ

７．住民投票への参加や地方参政権が外国人に
認められないことは問題だ

８．本名（民族名）では生活しづらいことから、
多くの人が通称名（日本名）を使用せざるを
得ないことは問題だ

９．外国人学校や民族学校は、日本の学校と
同じように処遇されるべきだ

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=794)



 

 

 

●問７ 子どもの人権について              ●問１３ 様々な人権問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●問８ 高齢者や障がいのある人の人権について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６つの年齢別比較の表をみると、『そう思う』の割合が最も高いのは、１０歳代か、２０歳代であることがわかり

ます。このように、不登校を当事者の努力の問題に帰するような考え方を肯定したり、高齢者や障がいのある人

の就労について理解が低く、障がいのある人への忌避意識が強いなどといった傾向が 10 歳代、20 歳代の若

年層でより顕著にみられるのです。そして、障がいのある人や外国籍住民への合理的配慮についての理解も

10歳代、20歳代で低いといえます。 

  

Ⅲ. 年齢別比較について 

６ 

８.不登校は本人が努力すれば登校できるようになる 

 
単位：%

回
答
者
数

（
件

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

10歳代 62 6.5 16.1 27.4 27.4 22.6      -

20歳代 85 3.5 4.7 23.5 18.8 49.4      -

30歳代 85 1.2 7.1 18.8 27.1 45.9      -

40歳代 113 1.8 4.4 27.4 23.0 42.5 0.9

50歳代 144      - 7.6 35.4 17.4 39.6      -

60歳代 134 6.0 5.2 30.6 17.2 40.3 0.7

70歳代 168 4.2 6.0 32.7 19.0 33.9 4.2

80歳以上 74 14.9 6.8 25.7 16.2 25.7 10.8

区分

年
齢
別

６.災害などの緊急時に外国人などに特別な配慮ができなくても仕方
がない  

単位：%

回
答
者
数

（
件

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

10歳代 62 9.7 16.1 22.6 24.2 27.4      -

20歳代 85 8.2 7.1 21.2 29.4 32.9 1.2

30歳代 85 4.7 9.4 22.4 41.2 21.2 1.2

40歳代 113 7.1 5.3 17.7 29.2 38.9 1.8

50歳代 144 0.7 3.5 17.4 37.5 38.2 2.8

60歳代 134 3.7 3.7 21.6 27.6 43.3      -

70歳代 168 2.4 4.8 19.6 28.0 38.7 6.5

80歳以上 74 2.7 6.8 21.6 16.2 45.9 6.8

区分

年
齢
別

3．高齢者の就職が困難であったり、労働条件が低くなるのは仕方が
ない 

単位：%
回
答
者
数

（
件

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

10歳代 62 8.1 38.7 27.4 17.7 8.1      -

20歳代 85 12.9 38.8 22.4 16.5 9.4      -

30歳代 85 8.2 36.5 30.6 14.1 10.6      -

40歳代 113 6.2 35.4 26.5 19.5 10.6 1.8

50歳代 144 6.9 24.3 31.9 19.4 16.0 1.4

60歳代 134 1.5 20.1 34.3 16.4 26.1 1.5

70歳代 168 8.3 23.8 21.4 21.4 21.4 3.6

80歳以上 74 4.1 25.7 28.4 18.9 14.9 8.1

区分

年
齢
別

４.障がいのある人の就職が困難であったり、労働条件が低くなるの
は仕方がない   

単位：%
回
答
者
数

（
件

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

10歳代 62 4.8 33.9 32.3 17.7 11.3      -

20歳代 85 14.1 28.2 21.2 23.5 12.9      -

30歳代 85 3.5 31.8 34.1 17.6 12.9      -

40歳代 113 8.8 28.3 31.9 14.2 15.9 0.9

50歳代 144 6.3 16.7 34.0 22.9 19.4 0.7

60歳代 134 3.0 16.4 30.6 20.9 29.1      -

70歳代 168 6.5 17.3 21.4 25.6 24.4 4.8

80歳以上 74 5.4 24.3 29.7 16.2 17.6 6.8

区分

年
齢
別

５.障がいのある人に対して、なんとなくこわいというイメージがあ
り、不安を感じる 

単位：%
回
答
者
数

（
件

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

10歳代 62 16.1 19.4 22.6 24.2 16.1 1.6

20歳代 85 11.8 18.8 27.1 11.8 30.6      -

30歳代 85 7.1 24.7 21.2 22.4 24.7      -

40歳代 113 1.8 17.7 33.6 22.1 23.9 0.9

50歳代 144 0.7 8.3 31.3 30.6 29.2      -

60歳代 134 1.5 11.9 31.3 18.7 35.8 0.7

70歳代 168 5.4 10.1 20.8 20.8 39.3 3.6

80歳以上 74 4.1 13.5 17.6 21.6 35.1 8.1

区分

年
齢
別

６.店の立地や構造、規模などを理由に、障がいのある人の入店を断
ることは仕方がない 

単位：%
回
答
者
数

（
件

）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

10歳代 62 12.9 22.6 29.0 17.7 17.7      -

20歳代 85 8.2 20.0 28.2 20.0 23.5      -

30歳代 85 4.7 18.8 22.4 30.6 23.5      -

40歳代 113 12.4 17.7 29.2 20.4 19.5 0.9

50歳代 144 6.3 9.7 38.2 20.8 25.0      -

60歳代 134 3.7 11.9 19.4 26.1 38.8      -

70歳代 168 3.6 6.0 33.9 15.5 38.1 3.0

80歳以上 74 2.7 9.5 27.0 18.9 36.5 5.4

区分

年
齢
別



 

 

●問３-９．「人権には必ず義務がともなう」を軸としたクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権には必ず義務がともなう」という意見について、『そう思う』「どちらともいえない」『そう思わない』と回答

した市民それぞれが他の設問についてどのように回答したのかをみたものです。これらの表によると、「人権には

必ず義務がともなう」という意見を肯定する市民ほど、収入の低い家庭の子どもが大学に進学できないのを仕

方がないとみなし、高齢者や障がいのある人、外国籍住民の賃貸住宅への入居制限を容認し、障がいのある人

の就労への理解が低いことがわかります。また、同性婚を容認する回答割合も低くなっています。このように、

「人権には必ず義務がともなう」と誤解している市民ほど、人権意識が高くないという傾向がみられるのです。権

利についての理解を高める教育・啓発が重要であるといえます。 

  

Ⅳ. 設問間クロス集計について 

問７-４．収入の低い家庭の子どもが大学に進学できないのは仕方が
ない 

問 8-1．賃貸住宅の入居にあたって、家主が高齢者を断ることは仕方
がない 

 

問 8-２．賃貸住宅の入居にあたって、家主が障がいのある人を断る
ことは仕方がない 

問８-４．障害のある人の就職が困難であったり、労働条件が低くなる
のは仕方がない 

問９-２．男どうし、女どうしの結婚も認めるべきだ 問 10-６．外国人であることを理由に、賃貸住宅への入居が拒否され
ることは問題だ 

７ 

単位：%
 
 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 367 11.7 11.4 75.7 1.1

「どちらともいえない」 304 2.6 15.5 79.9 2.0

『そう思わない』 107 3.7 5.6 90.7      -

問
３
｜
９

 
単位：%

 
 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 367 28.1 30.2 41.1 0.5

「どちらともいえない」 304 17.1 41.4 40.5 1.0

『そう思わない』 107 16.8 25.2 57.9      -

問
３
｜
９

 

単位：%
 
 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 367 25.6 30.5 43.1 0.8

「どちらともいえない」 304 13.2 42.4 43.1 1.3

『そう思わない』 107 14.0 24.3 61.7      -

問
３
｜
９

 
単位：%

 
 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 367 34.6 27.0 37.1 1.4

「どちらともいえない」 304 21.1 36.2 40.5 2.3

『そう思わない』 107 24.3 21.5 54.2      -

問
３
｜
９

 

単位：%
 
 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 367 48.0 27.0 23.7 1.4

「どちらともいえない」 304 51.6 31.9 15.1 1.3

『そう思わない』 107 61.7 22.4 15.9      -

問
３
｜
９

 

単位：%
 
 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 367 52.0 26.7 18.5 2.7

「どちらともいえない」 304 53.6 32.6 9.9 3.9

『そう思わない』 107 67.3 22.4 9.3 0.9

問
３
｜
９

 



 

●問 13-14．「新聞やテレビなどのマスメディアからの情報よりも、ＳＮＳで得られる情報のほ

うが信頼できる」を軸としたクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新聞やテレビなどのマスメディアからの情報よりも、SNSで得られる情報のほうが信頼できる」という意見に

ついて、『そう思う』「どちらともいえない」『そう思わない』と回答した市民それぞれが他の設問についてどのよう

に回答したかをみると、「新聞やテレビなどのマスメディアからの情報よりも、SNSで得られる情報のほうが信頼

できる」という意見を肯定する市民ほど、いじめの原因を被害児童にもあると考え、ヘイトスピーチを容認し、外

国籍住民への忌避意識が強いという傾向がみられます。そして、災害時における外国籍住民に対する合理的配

慮や刑余者（刑罰を受けた人）の人権への理解が低くなっています。このように、SNS から得られる情報のほう

を信頼する市民の人権意識の低さがうかがわれます。したがって、メディアリテラシーを高める教育・啓発が重

要です。 

問７-５．いじめは、いじめを受ける子どもにも問題がある 問 10-1．ヘイトスピーチは、表現の自由の範囲内のことであり、許さ
れることだ 

問 10-３．自分が住んでいる地域には外国人は住んでほしくない 問 10-５．外国人は考え方などが日本人と違うので、日本社会に受け
入れることはむずかしい 

問 13-６．災害などの緊急時に外国人などに特別な配慮ができなく
ても仕方がない 

問 13-８．刑を終えて刑務所を出所した人の就職が容易には決まらな
いことは問題だ 

８ 

単位：%
  

 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 74 25.7 13.5 60.8      -

「どちらともいえない」 286 12.9 32.5 51.7 2.8

『そう思わない』 406 8.4 23.2 68.0 0.5

問
13
｜
14

単位：%
  

 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 74 24.3 31.1 43.2 1.4

「どちらともいえない」 286 11.2 49.7 38.1 1.0

『そう思わない』 406 11.1 26.4 60.3 2.2

問
13
｜
14

単位：%
  

 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 74 31.1 20.3 48.6      -

「どちらともいえない」 286 12.6 32.2 54.5 0.7

『そう思わない』 406 6.9 20.7 71.9 0.5

問
13
｜
14

単位：%
  

 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 74 44.6 27.0 28.4      -

「どちらともいえない」 286 21.0 43.4 35.3 0.3

『そう思わない』 406 15.5 32.0 51.0 1.5

問
13
｜
14

単位：%
  

 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 74 23.0 23.0 52.7 1.4

「どちらともいえない」 286 9.1 28.3 62.2 0.3

『そう思わない』 406 6.7 14.0 79.1 0.2

問
13
｜
14

単位：%
  

 
調
査
数

『

そ
う
思
う
』

「

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

『

そ
う
思
わ
な
い
』

無
回
答

『そう思う』 74 23.0 31.1 44.6 1.4

「どちらともいえない」 286 38.1 43.0 18.5 0.3

『そう思わない』 406 49.3 36.0 14.8      -

問
13
｜
14


